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●立場の異なる相手と「つながる」ためにどのような取組が有効か、効率的な協働のための、
信頼を得るにはどうしたらよいか、という視点から解説。
●著者が携わった豊富な事例を掲載し、各事例のプロセスに対し、著者の一口コメント「こ
の点が協働のポイント」を記載。

　学校に関心をもち、その教育の在り方について、組織の実像を明らかにすることを通して探求する。学校経営学を自ら専門とする立場から、学校における
協働について問い続け、実際に様々な関わりも持ち続けてきたことをふまえ、学校との関係づくりをめぐって思索を重ねてきた一端を著したのが本書である。

（略）
　本書の全体構成は、次の通りである。
第１章　学校との協働をめぐって　では、新たな局面を迎えた“協働”について、その意味と意義を探ってみた。
第２章　学校経営をめぐる実践・研究への臨床的アプローチ　では、どのように学校に接するか、その基本的な考え方や方法について考察した。
第３章　特色ある学校のマネジメント　では、20世紀末から21世紀初頭にかけて、教育改革の動きとして、小学校に英語導入の検討、オープンスペース、

多目的スペースの導入、ティ－ム・ティ－チングの導入を取り上げ、学校の実際の姿、教職員の意識の揺れ動きを追ってみた。
第４章　組織の継承とスクールリーダーシップ　では、第３章での論述をもとにしてスクールリーダーに焦点を当て、そのもとで校長の姿を描き出して

みた。
第５章　研究開発学校におけるカリキュラム開発へのアプローチ　では、カリキュラム開発を課題とする研究開発学校にいかにかかわったかをふまえ、

協働のポイントをあげてみた。 
　 本書には、協働による関係づくりを追い求め、カリキュラム開発をはじめ授業や組織の在り方を探ってきた、文字通り、共に汗を流してアイディアを紡ぎ
出してきた多くの教育実践に携わってきた方々への報告、そして、お礼の意味を込めさせていただいた。本書は、これら方々の存在なくして、また、協働な
くして著すことができなかったことを強調しておきたい。
　しかし、本書は、これまでの歩みを振り返るにとどまるものではない。協働して紡ぎだしたメッセージが、現在、カリキュラム開発に携わっている方々に、
さらには、これからその輪に加わろうとしている方々へと継承されることを願ってもいる。本書が、まさに第一線で教育に携わっておられる方々に元気をも
たらし、学校における協働をめぐり新たな実践を開く役割が果たせればと念じている。
　最後に、本書の編集にあたり、編集の労をとっていただいた、北野家稔、上田浩一両氏をはじめ第一法規の皆様に、心より感謝申し上げます。
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●●立場の異なる相手と立場の異なる相手と「「つながるつながる」」ためにどのような取組が有効かためにどのよううな取組が有効か、効率的な協働のための、効率的な協働のための
信頼を得るにはどうしたらよいか、という視点から解説。
●著者が携わった豊富な事例を掲載し、各事例のプロセスに対し、著者の一口コメント「こ
の点が協働のポイント」を記載。

　学校に関心をもち、その教育の在り方について、組織の実像を明らかにすることを通して探求する。学校経営学を自ら専門とする立場から、学校における
協働について問い続け、実際に様々な関わりも持ち続けてきたことをふまえ、学校との関係づくりをめぐって思索を重ねてきた一端を著したのが本書である。

（略）
　本書の全体構成は、次の通りである。
第１章　学校との協働をめぐって　では、新たな局面を迎えた“協働”について、その意味と意義を探ってみた。
第２章　学校経営をめぐる実践・研究への臨床的アプローチ　では、どのように学校に接するか、その基本的な考え方や方法について考察した。
第３章　特色ある学校のマネジメント　では、20世紀末から21世紀初頭にかけて、教育改革の動きとして、小学校に英語導入の検討、オープンスペース、

多目的スペースの導入、ティ－ム・ティ－チングの導入を取り上げ、学校の実際の姿、教職員の意識の揺れ動きを追ってみた。
第４章　組織の継承とスクールリーダーシップ　では、第３章での論述をもとにしてスクールリーダーに焦点を当て、そのもとで校長の姿を描き出して

みた。
第５章 研究開発学校におけるカリキュラム開発へのアプローチ　では、カリキュラム開発を課題とする研究開発学校にいかにかかわったかをふまえ、

協働のポイントをあげてみた。 
　 本書には、協働による関係づくりを追い求め、カリキュラム開発をはじめ授業や組織の在り方を探ってきた、文字通り、共に汗を流してアイディアを紡ぎ
出してきた多くの教育実践に携わってきた方々への報告、そして、お礼の意味を込めさせていただいた。本書は、これら方々の存在なくして、また、協働な
くして著すことができなかったことを強調しておきたい。
　しかし、本書は、これまでの歩みを振り返るにとどまるものではない。協働して紡ぎだしたメッセージが、現在、カリキュラム開発に携わっている方々に、
さらには、これからその輪に加わろうとしている方々へと継承されることを願ってもいる。本書が、まさに第一線で教育に携わっておられる方々に元気をも
たらし、学校における協働をめぐり新たな実践を開く役割が果たせればと念じている。
　最後に、本書の編集にあたり、編集の労をとっていただいた、北野家稔、上田浩一両氏をはじめ第一法規の皆様に、心より感謝申し上げます。
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第１章　学校との協働をめぐって
1  学校を持続可能な社会組織に
2  多様な専門性を組織化する学校の創造：チームとしての学校
3  組織の体系としての学校を知る
4  教育実践と教育研究との協働による知の創造―授業を共通言
語にした関係づくり―

第２章　学校経営をめぐる実践・研究への臨
床的アプローチ

1  学校学の構築に関する課題
2  教育課程の創造と学校経営―その到達点と課題―
3  臨床科学としての教育経営学
4  臨床的アプローチの可能性
5  臨床的アプローチの研究事例をもとに―カリキュラムマネジ
メントに関わる３つの事例―

6  「関わる」立場から―学校の現場に実際に入り，コンサルテー
ションをして― 

第３章　特色ある学校のマネジメント 
1  教育改革とそれぞれの学校の事情
2  国際化に対応するカリキュラム開発に取り組む学校の経営
<1> 特色ある学校づくりと学校の教育目標の設定
<2> 外国語教育とカリキュラム開発
<3> 外国語教育への対応と校内研修

3  ティーム・ティーチングの導入に取り組む学校の経営
<1> ティーム・ティーチングを育てた学校
<2> 校長にとっての自校の実践史
<3> ティーム・ティーチングに取り組む学校の経営診断
<4> ティーム・ティーチングを導入した中学校の経営診断

4  新しいタイプの施設の運用をはかる学校の運営
<1> 学校施設に対する抵抗感のマネジメント
<2> 新しい教育理念の受容と教育目標
<3> 新しいコンセプトを取り扱う経営手法
<4> 校内研究・研修の手法の開発
<5> 地域の人々との連携による学校づくり

第４章　組織の継承とスクールリーダーの
リーダーシップ

1  組織を継ぐということ
2  校長になるということ
<1> 着任直後の危機管理
<2> 新任校の一ケ月
<3> 校内研究・研修の引き継ぎ

3  スクールリーダーの交代
<1> 指導組織の改善に取り組んだ小学校―組織の休養と校

内研究・研修―
<2> ティーム・ティーチングから総合学習への展開―ある

二代目校長の取り組み―
<3> ある中学校のティーム・ティーチング
<4> 教頭が交代するということ

4  教育イノベーションの継承と転換
<1> 学習環境整備とそのマネジメント
<2> フレキシブルな日課表のマネジメント
<3> 伝統校の重み―教育課程開発に取り組むある学校の場

合―
<4> “校内研修会”の開催にみる校長の戦略・戦術―ティー

ム・ティーチングの日常化をめざすある小学校の場合―
5  組織の継承にみる校長のリーダーシップ
<1>  組織の継承にみる校長のリーダーシップ
<2> 校長を追って

第５章　研究開発学校におけるカリキュラム
開発へのアプローチ

1  カリキュラム開発へのアプローチ
2  千葉県東金市立鴇嶺小学校
3  福岡県北九州市立祝町小学校
4  新潟県上越市立大手町小学校＜教育課程の研究開発―７単元
群の教育課程から資質・能力ベースカリキュラムへ―＞

5  広島県呉市立五番町小学校・二河小学校・二河中学校＜９年
カリキュラムを柱に小中一貫教育＞

6  大阪府高槻市立第四中学校・赤大路小学校・富田小学校＜中
学校区による社会参画力の育成＞
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＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!第一法規 検　索詳 細・お申し 込 みはコチラ

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送り
ください。

お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かり
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第１章　学校との協働をめぐって
1  学校を持続可能な社会組織に
2  多様な専門性を組織化する学校の創造：チームとしての学校
3  組織の体系としての学校を知る
4  教育実践と教育研究との協働による知の創造―授業を共通言
語にした関係づくり―

第２章　学校経営をめぐる実践・研究への臨
床的アプローチ

1  学校学の構築に関する課題
2  教育課程の創造と学校経営―その到達点と課題―
3  臨床科学としての教育経営学
4  臨床的アプローチの可能性
5  臨床的アプローチの研究事例をもとに―カリキュラムマネジ
メントに関わる３つの事例―

6  「関わる」立場から―学校の現場に実際に入り，コンサルテー
ションをして―

第３章　特色ある学校のマネジメント
1  教育改革とそれぞれの学校の事情
2  国際化に対応するカリキュラム開発に取り組む学校の経営
<1> 特色ある学校づくりと学校の教育目標の設定
<2> 外国語教育とカリキュラム開発
<3> 外国語教育への対応と校内研修

3  ティーム・ティーチングの導入に取り組む学校の経営
<1> ティーム・ティーチングを育てた学校
<2> 校長にとっての自校の実践史
<3> ティーム・ティーチングに取り組む学校の経営診断
<4> ティーム・ティーチングを導入した中学校の経営診断

4  新しいタイプの施設の運用をはかる学校の運営
<1> 学校施設に対する抵抗感のマネジメント
<2> 新しい教育理念の受容と教育目標
<3> 新しいコンセプトを取り扱う経営手法
<4> 校内研究・研修の手法の開発
<5> 地域の人々との連携による学校づくり

第４章　組織の継承とスクールリーダーの
リーダーシップ

1  組織を継ぐということ
2  校長になるということ
<1> 着任直後の危機管理
<2> 新任校の一ケ月
<3> 校内研究・研修の引き継ぎ

3  スクールリーダーの交代
<1> 指導組織の改善に取り組んだ小学校―組織の休養と校

内研究・研修―
<2> ティーム・ティーチングから総合学習への展開―ある

二代目校長の取り組み―
<3> ある中学校のティーム・ティーチング
<4> 教頭が交代するということ

4  教育イノベーションの継承と転換
<1> 学習環境整備とそのマネジメント
<2> フレキシブルな日課表のマネジメント
<3> 伝統校の重み―教育課程開発に取り組むある学校の場

合―
<4> “校内研修会”の開催にみる校長の戦略・戦術―ティー

ム・ティーチングの日常化をめざすある小学校の場合―
5  組織の継承にみる校長のリーダーシップ
<1>  組織の継承にみる校長のリーダーシップ
<2> 校長を追って

第５章　研究開発学校におけるカリキュラム
開発へのアプローチ

1  カリキュラム開発へのアプローチ
2  千葉県東金市立鴇嶺小学校
3  福岡県北九州市立祝町小学校
4  新潟県上越市立大手町小学校＜教育課程の研究開発―７単元
群の教育課程から資質・能力ベースカリキュラムへ―＞

5  広島県呉市立五番町小学校・二河小学校・二河中学校＜９年
カリキュラムを柱に小中一貫教育＞

6  大阪府高槻市立第四中学校・赤大路小学校・富田小学校＜中
学校区による社会参画力の育成＞
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このままFAXで下記宛お送り
ください。

お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かり
しました個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。　 フリーダイヤル　　TEL.0120̶203̶696　　FAX.0120̶202̶974

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料
サービスといたします。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円（税込）にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適応税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては 代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
（いずれかを で選択ください。）　 □代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。
＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送
業者に現金でお支払いください。その際、クレジットカードは
ご利用いただけません。10万円以下の場合 600円+税

お客様の個人情報の
取扱いについて

平成　　　　年　　　　月　　　　日
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